Studies on market disease（1） The outbreak of market disease in the vicinity of Kochi by 森本,徳右衛門
青果病の研究（1）高知地方における青果病の発生状況
森　本　　徳　右　衛　門
　　(農学部植物病理学研究室)
Studies on market disease（1）　The outbreak of market
　　　　　　　diseasein the vicinity（jfKochi
　従来促成青果類が県外に輸送される場合，輸送の途中または店頭において腐敗することが問題視
されている。高知県においては，最近特に輸送園芸が盛んになったので，本問題に関して調査研究
する必要かあると考え，高温多湿である高知市内の店頭における青果類の腐敗状況を調査すると同
時に，主な病原菌を分離し，それらの発育と温度との関係ならびに病原性を調査した。まず1950年
の４月から９月に亘って高知市内の店頭にある腐敗青果を採集し，月別による発生状況を調査した
(第１表)。
　　　　　　　　　　　　　　第１表　青　果病　の　発生　状況
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　第１表の結果によると,･　野外で発生する病原菌が青｡巣病をも41きおこす場合が多いようである
か，野外で発生する病原菌で青果病を引きおこさないものお,よび野外での発生は少ないが，青果の
場合多発するものとがある。すなわち胡瓜（促成）に発生する疾病の順位は　Ｆｕｓａｒiｕｍ菌，炭疸
病菌，細菌, Ｐｈｏｍａ菌によるもので，野外で多発する疫病菌，露菌病菌らによる疾病は見当らな
い。またPenicilliｕinは野外ではあまり発生しないが，青果佐々原菌としては重要な地位をしめ
る。
　さらに第１表中の主な病原菌を分離して，馬鈴薯煎汁寒天培地による発育と温度との関係ならび
に各温度における胞子の新成度を調査した（第２，３表）j　　　:
　　　　　　　　　　　第２表　　分離菌の発育と温度との=関係（,3回実験平均）
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　　　備考　×：菌の発育が旺盛で，菌叢の直径が測定出来ない，（　）；適温。
　　甲　　　　　　　　㎜･
　第２表の結果，炭疸病菌のいずれも25°Ｃに適温かおり，35°Ｃでは発育するものと，しないもの
とがある。Ｐｅｓtａｌｏｚｚia属菌はいずれも25°Ｃに適温かあり，35°Ｃでは発育しない。 Ｆｕｓａｒiｕｍ属
菌は28°Ｃに適温があるもの（ザボン，芋果）と,-･2｡5°（;･にあるもの（胡瓜）とがあり，またザボン
のｆｌ£ｓａｒiｕｍ以外は35°Ｃでも発育する。 Penicilliｕ')ｎおよび双肩ｚ砂zzｊ属菌は低温に発育し，
適温は15°Ｃで，35°Ｃでは発育しない。 ＰｈｏｍａおよびCephalりtheciｗｒｎ属菌の適温は20°Ｃで。
　　　　　■　　　-¶-35°Ｃでは発育しない。AlternaΓia. Macroやoriumし牡よびＰｈｏｍｏｐｓiｓ　Ｍ菌は25°Ｃに適温があ
り，35°Ｃでは発育しない。七かじて胡瓜の炭疸病菌およびＦｕｓａｒiｕｍ菌はいずれも適温は25°Ｃ
附近であるが，15°－35°Ｃの広い範囲に発育する。
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第３表　　各温度における胞子の新成度（３回実験平均）
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　　　備考　　丑十，廿，十，－：胞子の新成度。
　第３表の結果，15°－30°Ｃに胞子を新成するものは，早果，枇杷の炭疸病，促成胡瓜のＦｕｓａｒiｕni
および早果のＣゆhalotheciｕｍで，15°－35°Ｃにおいては，革果のＦｕｓａｒiｕin。χS°－28°Ｃでは，
おのおののPenicilliｕｍ。余蒔胡瓜の炭疸病は20°－28°Ｃ, Ｆｕｓａｒiｕｍは25°－28°Ｃ。早果の
Ｒｈｉｚｏｐｕｓは15°－25°Ｃ。胡躍葡のＭａｃｒｏゆｏｒiｕ??１は20°－28°Ｃでそのたの菌系は７日間の培養
では胞子を新成しない。　このことは店頭においてＰ Ｉ'ni.ｒ.illiｕｍによって多くのくだものが，また
Ｆｕｓａｒiｕinによって革果および促成胡瓜が急激に腐敗する反面，革果のＰｋｏｎｉａおよびぶたｒ-
ｎａｒia.桃の？八omops政梅および桃のＰｅ.ｓtａｌｎｚｚiaによる被害は緩慢であることと一致する。
　　　一すなわち前者は短期間で胞子を新成するが，後者の胞子新成には相当の日時か必要である。
　さらに上述分離菌のおもなものについて，その病原性を調査した（第４表）。　すなわち健康と思
われる青果に墨で円印（直径20mm）を描きその内側に胞子の懸濁液を塗布後硝子器内に入れたも
のを接種箱（室温）に24時開放置し，その後は実験室に置き発病状況を７日目に調査した。なお接
種青果は無傷のものと，滅菌針で５－６回刺したもの（有傷）とについて行った。
　　　　Ａ　　　　　　　　　第４表　　分離菌の病原性（７日目の結果）
試験月日
　　(接種青果)
二ｙ果
芋　　　　果
　－　　Ｆ
草果１草果 草　　果 草　果 草　　果
賀 　(接種菌)
Rhizopus
×(芋果)
Cephalりthecium PKoina(早来) 炭疸病菌　(早来)
Pe.nicぶ柚ｍ
　　(草果)
Fusariitm
　(草果)
Alte.rnaria
　(草　果)
二二づ二 一
冊
一
十
一
十ﾄ
一
冊
一
冊
－　　　　　－
十　　　　　十
Ｂ
試験月日 劈
(接種青果)小説･
　(日向夏蜜柑)
小　　　夏
(日向夏蜜柑) 胡　躍　葡 胡　　　瓜
(接種菌)
　^w^ariiim
　x゛小屋)
Penicillium
(小　夏)
Mμcrosporiiしｍ
　(胡　躍　葡)
7'u'iariiiin
t胡　瓜）’
６月７日－30日
(21°－26°已)*
無傷
有価
一
冊　’｀
－
j十
昔
昔
　－
　丑‘
ｌ
28
Ｃ
高知大学学術研究報告　　第９巻　自然科学　ｎ　第４号
試験月日 聞
(接種青果)
　枇　　　杷 枇　　　杷
Ｉ･枇｀I　杷
梅
（接種菌）
Pestaloz2iia
×（枇　杷）
炭疸病菌(枇　　杷)
　一T'p.nicilliu.m
･･（枇’　杷），
Pestalozzia
　　(梅)
６月１日－30日
(21°－26°C)*
無傷
有価
－
ヂ
,＋
丑
　　　廿
ヽ’　丑　ノ
一
升
Ｄ
　　　備考　　＊：午前10時の室温，升，十，士，－：発病の有無(供試ヵ所４の平均)，胞子の濃度:･1
　　　　白金耳ｍの胞子塊を１ｃｃの滅菌水に混入，×：分離寄主。，
　第４表の結果有傷，無傷にかゝわらず発病するものは，胡薙切よりの分離菌Ｍａｃｒｏやｏｒiｕｍすｉ
らびに枇杷よりの分離炭疸病菌およびFenicilliｕｍで，そのたの分離菌は刺傷の場合にのみ発病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　■　　　　　　　11　　　　　　1　　　1した。しかし市販のものに接種したので完全無傷とは断定出来ない。したがって青果病の多くは収
穫および輸送時の傷によって誘発されるものと考えらすじる９'さらに1958年10月－11月に店頭の抑
制胡瓜の発病個数を調査し，罹病頴からそれぞれの病原菌を分離し，胡瓜および西瓜苗に対する病
原性ならびに２，３の薬剤で処置した胡瓜に対する防除的効果を調査した(第５表，第６表，第７
表)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　　　　　　　　　第５表　　10月。11月の店頭における抑制胡瓜の発病率(３回実験平均)
　　備考　供試胡瓜＝等外胡瓜，＊：％。　　　　　　　ご　＝で　Ｌ
すなわち10月の調査においては炭疸病の被害が多く（80％），11月の調査では, 1950年の調査で
は発生をみなかった黒星病が多発していた（90％）（第･1図版）。
　さらに胡瓜炭疸病菌胞子の懸濁波を胡瓜，西瓜苗（本葉４－５枚）二に接種し，28°Ｃの接種箱に
24時間入れ，その後は窓際に放置し，7 －10日目に発病程度を観察した（第６表）。
　　　　　　　第６表　　胡瓜炭疸病菌の胡瓜，西瓜苗に対する病原性（３回実験平均）
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備考　試験期＝11月４日－11月25日，室温（午前10時):15°―18°C.
　18本，胞子の濃度.:1視野（×600)中の胞子数：8 ―9o ■
×.:観察日，供試本数：各区
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　すなわち胡瓜炭疸病菌破胡瓜，西瓜苗に病原性を持つが，前者の発病は早く（７日目），後者の
発病は多少遅れる（10日目）。前者の病徴は，茎においては最初水湿性の多少黄味を有し，縦に長
い病斑で，葉柄においても同様であるが，葉柄においては多少凹み上部は漸次萎凋する。本葉では
灰色円形の病斑( 2 mm)を多数形成し，特に若葉に多い。後者では，茎および葉柄においては縦
に長い黒褐色病斑を生｡じ，それから上部は漸次萎凋する。本葉では不規則な黒褐色病斑ぺ３×４
ｍｍ）を生｡じ，特に若葉に多く，いずれも周辺から現われる。
　つぎに11月21日･に健全と思はれる抑制胡瓜穎（新歴号）に農薬〔ダイセン水和剤，三共ボルドウ
液，リオゲン水和剤，馬鈴薯ボル下ウ液（以上は水１斗に対して20匁溶解）およびフ･ミロン剤（水
１斗に対して３錠溶解）〕を小型噴霧器で水滴のできない程度に撒布し，それが乾いた後に炭疸病
菌（胡瓜），黒星病菌（胡瓜）およびＦｕｓａｒiｕｍ（胡瓜）の胞子懸濁液を撒布し，90％以上の湿室
に保ち，25°Ｃの定温器内に６日開放置し発病程度を観察した。　しかし黒星病菌の接種胡瓜は室温
に保った（第’7表）（第３図版）。
　　　　　　　第７表　　胡瓜頴の疾病に対する2，3農薬の防除的効果試験（３回実験平均）　　‥
撤 　 布 　 農 　 薬
　 j l 　 　 』 　 9
処置別
６日目における発病程度
農薬の性質
■Fu^ariuni 炭疸病 黒星病
　ダイゼン水和剤
・三共ボルドウ液
　リオゲン水和剤
　フ　ミ　ロ’ン　錠
　馬鈴薯ボルドウ波
　対　　　　　　　照
　接　　種順　照
　接　　種順　照
　接　　種順　ｓ
　接　　種順　照
　接　　種順　ｓ
　接　種順　ｓ
　－
　－
　－
　－
　－
　一
丑十
　－
　－
　一
昔＋
　－
　一
　一
　－
　－
　－
　－
　－
　一
升＋
　r－
升＋
　－
　－
　一
升＋
　－
　－
　－
+ﾄ十
　一
升十
　一
昔＋
　－
乳白色に汚染；
乳白色に汚染薬害あり
多少の汚染
乳白色に汚染
備考　　十，一：発病程度，胞子の濃度〔１視野（×600)中の胞子数〕:Ｆｕｓａｒiｕｍ 10―20, 炭疸
　病菌8 －10， 黒星病菌20―25,供試個数：各区３個。
　すなわち農薬の性質として，ダイセン水和剤，三共ボルドウ液，馬鈴薯ボルドウ液では穎が甚し
く乳白色に汚染し，三共ボルドウ液では頴に赤黒色の胡麻種子大の薬害病斑があらわれる。　リオゲ
ン水和剤は多少汚染し，フミロン錠は汚染しない。　したがって接種菌のすべて叱対して効巣があ。
り，ま‘た汚染も少なく，薬害も生じないものとしてはリオゲン水和剤のように考えられるノまた第
４表の試験結果において多くの青果病々菌は無傷の場合には侵入しない事を報告したが，本試験で
は無傷接種であるにもか丿まらず発病した。このことは本試験の供試頼は市場の生品である’ので，
取扱中に多くの小さな傷をうけていたものと考えられる’。”‘　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　　　総　括　な　ら　ぴ'●に　結　論　　　　　　　　　　ダ
　(1)一般に青果病の多発はその菌の発育する適温附近にある。　たとえばＰｅｎｉｃ.illiｕinによる被
害は４－５月，炭疸病菌によるものは６－７月に多いのは，前者の適温は15°Ｃ，後者のそれは25°
Ｃ附近にあることと一致する。
　(2)輸送中または店頭における青果病の急激な蔓延は，その病原菌の胞子新成に関係がある。す
なわちPenicilliｕｍ, Ｆｕｓａｒiｕｍは短時日で胞子を新成するが・Ｐｈｏｍａ， altｅｒｎａｒia，Ｐｈｏｍｏｐ-
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sis, Pestalozziaの胞子新成は遅い。したがって前者め発病蔓延は急激で，後者は緩慢である。
　(3)青果病は(接種試験の結果から)，胡薙句心yぱどxcrospり元田7に菌，枇杷の炭疸病菌および
j）enicilliｕｖiによる発病腐敗以外は，刺傷の場合のみに発病する。したがって多くの青果病は圃場
における風害，虫害，取扱および輸送時の傷によって誘発されるものと考えられる。
　(4) 1958年10月－11月の抑制胡瓜の調査では10月には炭疸病，11月には黒星病の発生か多い。
　(5)胡瓜炭疸病菌(胡瓜)は胡瓜，西瓜苗に侵入するが，前者の発病が早く，後者の発病は遅い。
　(6)胡瓜穎に対する炭疸病，Ｆｕｓａｒiｕｍおよ｀び黒星病の防除として，ダイセン水和剤，三共ボル
ドウ液，リオゲン水和剤，フミロン錠，馬鈴薯ボルドウ液らを用いたが，いずれの病原菌にも効果
があり，汚染も･少なく，薬害もないと思われる七のはﾘ'オングン水和剤のように考えられる。
????????????????
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Resume
　(1) Market' diseases by genｕｓ Penicilliｕｍ　ａてｅ most serious between April and May,
and those by anthracnose fungi between June'and July. This fact has some relation to
their。ptimum temperature (the former ±1y（ﾝ, the latter±25°C). So with diseases
depend.
　(2) The sudden infections of causal　｡organisms in transportion or　at the shops depend
on their sporulation, which is speedy in Pejiicilliｗni　ａndＦｕｓａｒiｕｍ, but show in Ｔｈｍｎａ｡
Altａｎａｒia，Ｐｈｏｍｏｐｓiｓ, and Ｐｅｓtａｌｏｚｚiとt.　　　ト　　　　　　　　　:
　(3) From the results of inoculation experimentにcausal organisms of market diseases
are produced through host-wounds in most cases 〔ｅχcept Ｍａｃｒｏやｏｒiｕｍ(carrot), anthrac-
nose fungi (loquat), Pe?licilliｕｍ.(loquat)〕｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l(4) In the investigation of market diseasesﾕbetween　October and　November in 1958,
broke-out in October anthracnose disease, and Ｃｌａｄｏｓｐｏｒiｕｉ?１ｃｕｃｕｍｅｒinｕｍin November.
　バ5) Anthracnose　fungus　of cucumber　attacks the　seedlings of cucumber and　water-
melon, but the former attack is earlier than the latter.
　(6) As fungicides against anthracnose fungusニＣｌａｄｏｓｐｏｒiｕｍｃｕｃｕｍｅｒi?ｒｕｍ　ａndＦｊｉｓａｒ･iｕｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
of cucumber fruits, DithaneべA^ettable Powderi Sankyo Bordeaux, RiogenべAmenable Powder,
Potato Bordeaux and Fumilon were used. It is　Riogen　べAfettable Powder　that　is　most
effective against all causal fungi. without stain （jr medi･cal injury against the fruits.
(Received June, 6, 1960)
　　　　　　　　　　　　　　　　図　　版　　説　　明
第１図版　1958年10月一打月抑制胡瓜の被害穎（×２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：炭　　疸　　病
Ｂ：黒　　星　　病
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